
2223

期間▲6月28日 （金）
　　 　　　 ～7月31日 （水）
場所▲1 階 ワクワクワ広場

▲ 58点に及ぶ作品を一挙公開します。

▲児童・生徒たち渾身の作品を展示します。

ふくちのちイベント

子ども向け ☎

大人向け ☎

☎

子ども向け

前年の好評を受け「福智五十八景」
の企画展を今年も開催。メジャー
歌手のＣＤジャケットを手がける
など、福岡県を拠点に活躍するイ
ラストレーター・大嶋さち子氏が、
町内の地域資源を水彩画イラスト
で描写。思わず足を止めたくなる
美しい作品の数々をお見逃しなく。

7月の福岡県同和問題啓発強調月
間にあわせ、市場小・赤池中の児童
生徒が制作した人権作品を展示し
ます。子どもたちが一生懸命に創
作した作品を鑑賞しながら、人権
について見つめ直してみませんか。

我が町を描いた美しい水彩画をもう一度

企画展『福智五十八景』

子どもたちならではの視点から考えよう

児童・生徒の人権作品展

乳幼児向け

開館時間 10:00-19:00 ／福智町赤池970-2 ／☎ 28-2855

ふくちのち便り

期間▲6月2日 （日）～30日 （日）
場所▲1 階 企画展示室

PICK UP

◆大人の折り紙教室
　6/5 （水）10:10-12:00

◆おはなし会
　6/6・20 （木）11:00-11:30

◆ぶらんこさんのおはなし会
　6/8 （土）11:00-11:30

◆上映会
　「猫侍」
　6/8 （土）14:00-15:45

◆ＢＯＸフラワー講座
　6/9 （日）13:30-14:30

◆おはなし会
　6/9・23 （日）14:00-15:00

◆赤いふうせんさんのおはなし会
　6/15 （土）11:00- 未定

◆上映会
　「おじゃる丸 マロのゆかいな世界」
　6/15 （土）14:00-14:45

◆子どもの折り紙教室
　6/22 （日）11:00-11:45

【6月の休館日】

 1 日（土）　4 日（火）　11日（火）

18 日（火）25 日（火）

毎月１日・毎週火曜日は休館です。

新 着 本

幻の彼女
酒本歩／著（光文社）

現代湯治
全国泉質別温泉ガイド
日本温泉科学会／監修（淡交社）

一
般
書

くもとそらのえほん
五十嵐美和子／作・絵（PHP研究所）

いまのわたしにできること
リサ・パップ／作（WAVE出版）

かわいいパッケージクラフト〔2〕
平田美咲／作（汐文社）

文房具を使いこなす❹
WILLこども知育研究所 / 編（フレーベル館）

児
童
書

チコちゃんに叱られる
NHK「チコちゃんに叱られる！」制作班／編

（小学館）

科学でアートを見てみたら
ロイク・マンジャン／著（原書房）

 翌月のイベントを少しだけ紹介！

来月のふくちのちは…！？
NEXT MONTH

INFORMATION

●クラモト花店 ワークショップ ● 平和企画展
※内容は変更になる場合もあります｡ 詳しくはお問い合わせください｡　  …有料   　  …要申込

同和問題啓発強調月間とは
日本の歴史的過程の中で形成された
人権問題について、正しい知識と認
識を深め、解消していくことを目的と
した県内の啓発活動強化月間のこと。
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●観光サイト「ゆた～っとふくち旅」へ→
町の魅力は

ＨＰもチェック！
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かつて炭鉱産業で栄えていた福智町。

地上の事務所から200ｍ以上地下に

ある坑道への業務連絡は有線で繫い

だ坑内電話が使用され、 私たちが普段

使用している携帯電話がなかった時代、

地上と地下を繫ぐ唯一の連絡手段とし
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使用されていた坑内電話は、 図書館・

歴史資料館「ふくちのち」で展示中です。

炭塵爆発に備えて防爆装備された坑内電話

●最先端の電話機
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▶先月ふくちのちで開催さ
れた「～書を想う～藤本祥
鴻遺墨展」の取材時に妻の
鈴子さんが藤本先生の生涯
を「自分が信じた書の道を
ひたすらに生きた人生だっ
た。書は（祥鴻氏が）生き
た証です。」と一言。表現
者としての教訓が凝縮され
たこの一言が、今でも心に
残っています。まだまだ広
報ひよっこの私ですが、い
づれは誰かの心に残るよう
な広報紙を制作できるよう
自分なりの表現を追求して
いきたいと思います。（藤本）
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▶防災は普遍のテーマです
が、どうすればより深く伝わ
るかを考え、朝倉市の取材
を企画しました。現地案内や
資料提供など、多大な協力
を頂いた今回の特集。悲惨
な災害を実体験した方 の々
言葉にはどれも重みがあり、
「伝えたい」という思いを強く
感じました。全員が繰り返
していた事前の準備と早め
の避難の重要性。昨年は町
にも大きな危機がありました。
この特集で少しでも何かを
感じて頂き、身を守る助け
になればと思います。（田代）


